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反省からの｢数と式｣の実践

有朋高校単位制課程大谷健介

０はじめに

昨年度は、「数学Ｉ基礎」の指導における授業の実践について、４回のレポートを発表させてい

ただきました。特に、数と式においては､生徒の基礎学力に対応できる授業を展開しようと考え、
試行錯誤しながら時間をかけて丁寧に指導することを心がけてきました

…が、今年度はふたを開いてみると昨年度の受講生徒よりずっとできが良い。授業スタート時、
昨年度の流れを踏襲して､始めてみましたが思いのほか、時間が余っている生徒が多く…これはも
う少し考え直さないと飽きてしまって可哀想…というよりももっと高いところに目標を置かなけ
れば、ということになりました。昨年度の実践をベースに少しだけでも変化をつけて、指導のレベ
ルアップを図ろうと取り組んでいる内容について、少しだけお話しします。

１たすきがけを意識させる式の展開

乗法の公式は、（a＋b)z，（a-b)２，（a＋b)(a-b），（x＋a)(x＋b）と続いていき、つぎに
公式の５番（ax＋b)(cx＋d)＝acxz＋(a｡＋ｂｃ)x＋ｂｄが出てきます。この扱いは教科書ではこ
んなかんじになっていて、「公式使う意味～」となりかねない。結局、分配法則に戻るような指導
になってしまいます。
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[展開の公式(α宛十6)(c苑十α)］
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FiHF画､鵜次の式を展開しなさい。

（１）（3妬十1)(jr＋2）

（３）（苑一ｌｘ2妬－３）

（５）（5jr-2)(3苑十1）

(2苑十1)(妬－３）

(2"＋3)(3苑十4）

(4宛一ｌｘ2苑－５）
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この公式の５番はたぶん、たすきがけの因数分解の逆演算として、登場させているのだろうと思

ったので、たすきがけ風に「こんなからくりですよ」と指導してみました。

(2x＋1)(3x＋4〕

二×芝ニギニＧ
…ｒ…………………………r……………………………

６xｚ＋４＋11ｘ

』

実際には生徒は分配を使って展開をするのですが、ここでたすきがけのもとを見せておくことで、

後の因数分解への伏線を敷くことができました。ちなみにこの方法で、公式５を示している教科書

がないか調べたところ、実教出版の大判教科書が、分配と併せて扱っていました。

２くくる公式は２本示す

くくる公式は次のように示すことにしました。

〈因数分解の根本〉

[ｕｍａ＋ｍｂ＝ｍ(a＋b）

[２］ｎａ－ｎ＝、(a－１）

一ｍでくくる

←ｎでくくる

教科書では、［２］の式はひきざんも同様であることを示す式として、［１］の符号を変えたもの

が示されていますが、そのままではおもしろくないことと、ｎでくくったときに後ろの項が「なく

なってしまうのではなく１が残る」ことをあらかじめ見せておくのがよいのではないかと思い、公

式化してみました。転ばぬ先の杖ではありますが…

３因数分解の失敗

①ほとんどの生徒がわかっていた…

ｘｚ＋７ｘ＋１０

「かけて１０になる２つの数は…２と５，－２と－５，１と１０，－１と－１０の４つあるので

すが、この組のうちたすと＋７となるのは……くどくど……」とものすごく丁寧に説明してい

たのですが、ほとんどの生徒はすでに知識として持っていて、ただただ説明が冗長になってし

まう授業を展開してしまいました。しかも、次のたすきがけの因数分解に入ったとき、「どう

せまたわかっている話だろう」と構えられてみんなあんまり説明を聞いていなかったため、机

間巡視が大変…有朋単位制は難しい。



②ステンプを踏むつもりが…

次にたすきがけですが、受講生徒全員にマスターしてもらいたい思いで、２枚のプリントで段

階を踏むことにしました（資料参照)。

１枚目はxzの係数を１とその数に分ければよいように作りました。生徒に成功体験させたかっ

たからです。で、この思いが完全に裏目にでました。１枚目を終えた生徒は「X2の方は、１とそ

の数で分ければいいんだ」と思い込んでしまい、２枚目が（１）から頚いて前に進まない…しか

も１０人以上…落とし穴でした｡机間巡視でフォローして思いのほか時間を要してしまいました

が、そこは９０分授業の強み、なんとか事なきを得ました。

４平方根の理解

平方根については、昨年、「定義から始めようとすると「嫌いが増える」という話をしました。

その反省から、今年は次のように展開しました。

まず、恒←プラスの数字なので－ね←マイナスの数字

で、「ってなにかというと

ＶＩｘＶＴ＝１Ｖ百×厄＝２灯×何＝３例×何＝４Ｖ百×Ｖ百＝５

妬×Ｖ５＝６Ｖ７ｘＶ７＝７Ｖ百×､/百＝８Ｖす×何＝９VrU×VI5＝１０

…圧『~ﾇｰﾏﾖｰ三~可
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と決めたものなのです。

の

りきています｡ここから｢平方根｣の言葉の意味と結びつけなければいけない、ここまではしっくりきていま-ｉ

ここがひじょうにむずかしい。「
や

を(ａ 」

ここでまたｒ嫌いを減らせないことになってしまいます。「２乗するとａ」とか「平方根」という

言葉はあまり使わず、数式で追っていく方が良いのかもしれない…と感じました。

このあと、ルートの計算を進めていきましたが､なかなか集中力を保ちつづけた授業が展開でき

ませんでした。

５終わりに

これまで､授業の準備をするときは昨年度のものをできるだけ見ないでノートを作ろうと考えて

いました。手抜きをしてしまうような感覚と、前年度と同じ授業になってはいけないと思っていた

からです。

しかし、今年から少し考えを変えることにしました。それは、「昨年のものに上積みをしよう」

ということです。前年までのものを参考にしないということはある意味「リセット」していること

となり、せっかく思いついた良い方法を１年限りにしないとか、数年前の導入はなかなかいいね－

ということを大切にしていこうと思いました。少しずつ変化をつけながら、もっと良い方法を見つ

けていけるようがんばりたいと思っております。…



たすきがけの因数分解２たすきがけの因数分解１
HIH：ＨＲ且・氏名：

次の式を因数分解しなさい

(1)６xz＋ｘ－１

■
■次の式巻因数分解し雄さい

[例］（ﾕ）３x2＋7x+２

ノＩ

雪ｉｉ
Ｖ

(2)６xz＋17x＋1Ｚ(2)２xz-3x-9

０

（２）３Xz＋Bx＋５縢習](1)３xz＋微+’
(⑨４x2-4x-15(3)６藩十ｘ－１５

⑨３x2-10x＋３(3)Zxz-5x＋Ｚ
ロ

(6)BXZ十Ｚｘ－１５(5)6xz-11X-35

(6)ZXz-7X＋６(5)５xz＋11x＋Ｚ

(8)z5xz＋30x＋９(7)gx2-:12x＋４

(8)Zxz＋5x－３(7)５x2-6X-8
､

(10）６x2＋5w-6yユ(9)７Xz-13w-2yZ

〔10）zx2＋5X-７(9)sXz＋7X－６

０

(12）x2-15x＋3６(lDZOx2＋ｘ－１Ｚ

や
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1２第１軍式と蔽明一薗勘唾i程式 ４整式のわり算１３

し
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苑3＋5苑十７を苑迩－２発＋３でわった商とあまりを求

めなさい。騨整式６
圃鯨+２

露2-2妬+3ｱﾌﾋﾞ颪r三三i二F扇=７
苑3-2発2＋3灘

｜競り藤Ｉ や瀞＋0ｴﾖ＋誰＋７と考え

て，ヱ$の頂はあけてお

きます。
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2x孟十肋十７

２発2-4宛＋６

6宛＋１
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固'童約鮒
Ｐ整式のわり算は．整数のわり算と同じような方法で次のよ

うに行います。 F露１１国li露次の整式について`ＡをＢでわった商とあまりを
求めなさい。

（１）Ａ＝兀團＋3Jrz＋蝿＋５，Ｂ＝葬十１

（２）Ａ＝”3＋雌十1，Ｂ＝苑－１

（３）Ａ＝2難s＋3灘2－５．Ｂ＝露2＋2発－１
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[堅式のわり算］

妬2＋5苑十７を苑十2でわります。

滋＋3

鋼リア目F5Z旨Ｆ７
鯨2＋2苑←(j瀞2)ｘ勇
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p､翠確認問題６

鍋翻す３ｴ＋７←(灘2＋砿＋7)－(窕豫＋2範）

３jr＋６←GE:引手2)ｘ３

鼬を消す１←(珈十7)－(3認十6）

1５

＞例題２において．次のことが成り立ちます。

亜§＋跡＋7＝CF2-2弱＋3)α＋2)＋6”＋１

1５

竪数の埋合

41÷3の商は13，あまり

は２であるから

４１＝3Ｘ13＋２

1はわる式苑＋2よりも次数が小さいので．これ以上－１は0次,鱒+2は１次で
す。

計算を続けることができません。

わられる式わる式商あまり

一般に整式Ａを整式Ｂでわった商をＱあま

りをＲとすると．次の式が成り立ちます。

Ａ=ＥＱ器配

ただし．庇の次数はＢの次数より小さい

ｐ例７において
し上凸

難＋３を「え2＋5JU＋7を露＋2でわった商」といい，

１を「態2＋5発＋7を難＋2でわったあまり」といいま

す。あまりはわる式よりも次数が小さくなります。
ｂ

あまりがＯのとき，わり切れるとL1います。

麺

､商 ｡

β】Z[‘
Ｒ

Ａ－ＢＱ＋Ｒ》錨－１
（ 2０

､わり切れるときＲ＝0

あまり ﾛｸﾞ

1扇J1爵711M次の整式について.ＡをＢでわった商とあまりを

求めなさい。

（１）Ａ＝窕図＋7"＋15.Ｂ＝範＋３

（２）Ａ＝2妬2-3苑－５，Ｂ＝2AF－５

n5iF團耐踵】次の整式についてＡをＢでわった商Ｑとあまり

庇を求めなさい。また，その結果をＡ＝ＢＱ＋温の形

に表しなさい。

Ａ＝2宛3＋7発2-2鯨十９，Ｂ＝難十４

雷
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